
別記 

 　　　審査概要

１　公開案件の審議 

　(1) 報告１　西別湿原ヤチカンバ群落に係る天然記念物の指定について 

　　ア　説 明 員　菅野文化財・博物館課長 

　　イ　結　  論　報告を了承 

　　ウ　審議内容 

【菅野文化財・博物館課長】 

　西別湿原ヤチカンバ群落に係る天然記念物の指定についてですが、令

和５年（2023年）10月20日に開催された国の文化審議会において、指定

の答申がなされていたもので、本年２月21日付けで、天然記念物に指定

されましたので、概要を報告します。 

　資料の２ページを御覧ください。この天然記念物は、根室管内別海町

の西別湿原に所在し、指定面積は約10ヘクタールで、北海道東部に特徴

的な低地の高層湿原が発達し、ヤチカンバの良好な生育地となっていま

す。このヤチカンバは、国内では別海町と十勝管内の更別村にのみ、隔

離分布する氷期の遺存種であり、過去の遺伝的多様性をよく維持してお

り、学術的にも貴重であることが評価され、天然記念物に指定されまし

た。 

　写真を御覧ください。上段左は、指定範囲の遠景です。この地域は

1980年代以降、農地化が急速に進みましたが、土地所有者の保護への理

解から、一部の湿原が残され、指定に至った経緯があります。なお、現

在の指定の範囲は、町の所有地となっています。その他の写真は、湿原

の環境として良好な状態が維持された西別湿原におけるヤチカンバの生

育状況です。 

　今回の指定により、道内の国指定天然記念物は49件となり、より一層

の文化財保護の推進と普及活用が期待されます。地元教育委員会と連携

して、その適切な保存と活用に努めていきます。 

 　説明は以上です。

【倉本教育長】 
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　御質問や御意見はありませんか。 

【川端委員】 

　長い歴史を経て、離れた場所でヤチカンバの分布が見られるように

なったことを改めて知りました。今、ヤチカンバが残っているところ

は少なくなっていると思いますが、是非、学校の教育現場でも活用し

ていただきたいと思います。過去から分布がどのように変わってきた

かということを含めて、是非子供たちの教材にしていただきたいと思

います。 

【菅野文化財・博物館課長】 

　保護することと教育活動に活用していくことの両面において、町の

教育委員会とも連携しつつ、また、先ほどお話ししたとおり、ヤチカ

ンバは別海町と更別村の２か所に分布していますので、北海道全体で

取り組んでいきたいと思います。 

【大鐘委員】 

　今おっしゃったように、十勝の更別村でもヤチカンバが分布してお

り、国の天然記念物が49件存在するとのことで、それらは立派な教育

資源になると思います。それぞれの地域で、それぞれの天然記念物へ

の指定過程といいますか、物語があると思いますが、北海道全体で考

えたときに、天然記念物を関連付けて教材化するという視点、その地

域だけではなく北海道全体として視野に入れていく大きな枠組みとし

ての視点も貴重なものではないかと考えます。今回、西別湿原ヤチカ

ンバ群落が国の天然記念物として指定されることで、北海道全体で既

に指定されている国の天然記念物や道の天然記念物など、そうしたも

のの全体的な再評価を視野に入れてはいかがかと思います。 

【菅野文化財・博物館課長】 

　北海道には、ヤチカンバのような植物以外にも、タンチョウ、ある

いは大雪山などの資源があり、それぞれの地域に道指定のものも含め

て様々な資源がありますので、そうした資源も含めて、どういった活

用やＰＲができるかについても、検討していきたいと思います。 

【倉本教育長】 
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 　ほかに御質問や御意見はありませんか。

 ≪委員から質問・意見なし≫

 【倉本教育長】

 　それでは、以上で本件の審議を終わり、報告を了承します。
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　(2) 報告２　令和７年度（2025年度）北海道・札幌市公立学校教員採用候補者

　　　　　　　選考検査の実施について 

　　ア　説 明 員　立花教職員課長 

　　イ　結　  論　報告を了承 

　　ウ　審議内容 

【立花教職員課長】 

　資料１を御覧ください。教員採用候補者選考検査については、近年、

受検者の減少傾向が続いており、本日は、受検者の確保に向け新たに見

直した事項を中心に、説明します。 

　中段にあります「変更内容」の欄を御覧ください。 

　１点目は、昨年12月に実施した特別検査合格者の教養検査免除です。

昨年12月に大学３年生等を対象に教養検査を実施し、受検者741名中722

名が合格しており、当該合格者について教養検査を免除するものです。 

　２点目は、セカンドキャリア特別選考の新設です。一定の社会人経験

を有する者を対象に、一部検査を免除する特別選考を新たに実施するもの

です。なお、合格後２年以内の免許取得を条件に教員免許を持たない方の

受検も可能としており、幅広い受検者の確保を図っていきたいと考えて

います。 

　３点目は、現行の社会人特別選考の見直しです。これまで教員免許を所

有していない方のみ受検可能としていましたが、新たに教員免許を所有す

る方も受検可能とするものです。 

　４点目は、期限付教員特別選考の資格要件拡大です。期限付教員として

の経験月数を「24月」から「12月」に短縮し、より受検しやすくするもの

です。 

　５点目は、小学校教員資格認定試験受験者の第１次検査免除です。文

部科学省が実施する小学校教員資格認定試験の第１次試験と、道の選考

検査の第１次検査が同じ日に実施されるため、双方の受検が可能となる

よう第１次検査を免除するものです。 

　６点目は、採用候補者名簿の登録期間の延長理由の追加です。これま

で、大学院に進学する場合のみ認めていましたが、短大を卒業し大学に
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編入する場合と、青年海外協力隊の隊員として派遣される場合を追加す

るものです。 

　そのほか、返信用封筒を不要とすることにより、受検者の負担軽減を

図るほか、新型コロナウイルス感染症対策のため中止としていた体育の

実技検査を再開することとしています。 

　なお、資料３としてパンフレットを添付しています。道内外の教員養

成課程を有する約700の大学に配布し、選考検査の案内だけではなく、働

き方改革の取組や現場で働く教員の声を幅広く伝えることにより、受検

者の確保につなげていきたいと考えています。 

 　説明は以上です。

【倉本教育長】 

　御質問や御意見はありませんか。 

【清水委員】 

　特別選考について、特に社会人特別選考ですとか、セカンドキャリ

ア特別選考といった制度がどんどん普及していき、多くの人に周知さ

れることを願っています。連日、報道等では教員のなり手不足が報じ

られ、深刻な問題となっています。そのような中で、中学生、高校生、

大学生などに対する働き掛けと同時に、社会人に対しても教員の魅力

を訴え掛けて、今会社に勤めているような方でも、転職の１つの選択

肢になってほしい、定着してほしいと思っています。 

　そこで質問ですが、こうした新しい制度を設けたことによる受検者

の反応はどのようなものでしょうか。それから、要望として、この受

検制度を設けることによりどのような効果が出てきているか、その分

析を進めて柔軟に制度を運用していき、とにかく教員の確保に向けて、

教員になるための多様なルートを確保して、十分アピールしていくこ

とが必要だと思います。受検者の評判や反応について教えてください。 

【立花教職員課長】 

　先日、令和６年（2024年）４月９日と11日に、特にセカンドキャリ

ア特別選考の説明を中心としたＷＥＢ説明会を実施し、各日40名程度

の参加があり、興味や関心はいただけたものと認識しています。また、
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社会人経験者を対象に門戸を広げるということは、教員の確保という

点だけではなく、学校組織に多様性をもたらすことも期待できると考

えています。 

【川端委員】 

　１つ教えていただきたいのですが、２ページの「２　募集内容」の

一般選考の部分で、小学校教諭が400名程度と記載されています。今、

小学校でも専科教員による指導を行っている教科として、体育や理科、

音楽などがあると思いますが、専科教員として配置される先生は、中

学校や高等学校の受検区分の人数に含まれているのか、小学校教諭と

して募集する400名程度の中に含まれているのか、教えてください。 

【立花教職員課長】 

　小学校に配置する専科教員は、小学校における採用数の中で見込ん

でおります。 

 【川端委員】

　分かりました。今後、小学校の35人学級化や、義務教育学校の増加

傾向の中で、専科の先生がより多く必要とされてくると思いますので、

そうした専科教員の確保ができることを期待しています。 

【大鐘委員】 

　今回の変更内容について、いろいろな面で検査の在り方が見直され、

良い効果があるのではないかと期待しています。特に、期限付教員特

別選考の資格要件として、必要な勤務経験が２年から１年になること

は、とても大きい効果を生むのではないかと思っています。それを踏

まえた上で、実態に基づいて、今後の変更の可能性についてお伺いし

たいです。資料７ページに記載の一般選考の地域枠について、現状、

日高、宗谷、オホーツク、根室管内ということで、この選考に出願さ

れた方の採用の実態がどうなっているのか、また、４つの管内に限定

して実施されていますが、今後、地域枠を拡大する変更はあり得るの

かどうか、というのが１つ目です。 

　もう１つは、同じく７ページの「（３）　特別選考」の「ア　障がい

者特別選考」についてです。表の右側下の方にある、「過去の出願・登
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録状況」を見ますと、登録者数が少し厳しい状況ではないかと思って

いまして、もう少し教員を確保するという点においては、障がい者選

考の方も当然、増やすべきではないかと考えています。それが選考の

在り方でクリアできるのか、それとも、出願者の実態にもよるのか、

この辺りの見通しについてお伺いしたいというのが２つ目です。 

【立花教職員課長】 

　まず地域枠の状況です。昨年度に実施した選考検査の状況ですが、

小学校の地域枠での受検者７名に対して、登録者は４名、内訳は宗谷

１名、日高１名、オホーツク２名となっています。それから、中学校

の地域枠での受検者24名に対して、登録者は12名、内訳は、宗谷３名、

日高２名、オホーツク５名、根室２名となっています。 

 【谷垣教職員局長】

　地域枠選考については、実施を始めてから相当年数がたち、北海道

の選考検査として着実に定着しているものですが、これまでの成果や、

実際に地域枠で採用された方がどういった形でそれぞれの地域で活躍

されているかなど、事後の状況についても適切に把握しながら、今後

の選考の在り方をしっかり検討していく必要があると考えています。 

　障がい者特別選考については、教員養成大学の方々と、定期的に教

員養成や採用の在り方について意見交換する機会を設けており、その

中で、障がいのある方々に積極的に選考検査を受けていただきたいと

いうことも協議しています。実際、大学の関係者の方のお話を伺いま

すと、教員免許を取得しているものの、障がいがあることから、実際

に職を選択をするに当たり、教員以外の道を選ばれる方も少なからず

いらっしゃるということですので、我々としては、実際に障がいを持

ちながら現場で活躍されている教員の情報提供や、大学の方から受検、

あるいは任用に当たって、こういった配慮をしてもらいたいという要

望を聞き取るなど、我々も障がい者雇用ということが１つの大きな課

題になっていますので、大学の方々ともしっかり意見交換をしながら、

今後、より多くの障がいのある方に現場で活躍していただけるよう、

検討を進めていきたいと考えています。 
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 【倉本教育長】

 　ほかに御質問や御意見はありませんか。

 ≪委員から質問・意見なし≫

 【倉本教育長】

 　それでは、以上で本件の審議を終わり、報告を了承します。
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　(3) 議案第１号　北海道立高等学校学則の一部を改正する教育委員会規則の制

　　　　　　　　　定について 

　　ア　説 明 員　手塚高校教育課担当課長 

　　イ　結　  論　原案どおり決定 

　　ウ　審議内容 

【手塚高校教育課担当課長】 

　資料の２ページを御覧ください。規則案要綱により改正内容を説明し

ます。 

　１の趣旨ですが、この教育委員会規則は、令和６年度（2024年度）の

北海道立高等学校の生徒定員を減員するため、制定しようとするもので

す。 

　２の内容ですが、今年度の入学者選抜において、第２次募集後に第１

学年に40人以上の欠員が生じた、（１）にあります全日制の課程の学校

９校と、（２）にあります単位制による全日制の課程の学校７校の合わ

せて16校について、それぞれ40人の定員減を行うものです。 

　３の施行期日は、公布の日から施行しようとするものです。 

 　説明は以上です。

【倉本教育長】 

　御質問や御意見はありませんか。 

【渡辺委員】 

　各学校における減員についての表を見ていますが、減員になる理由

といいますか、少子化の時代ですからそういったことはあってしかる

べきと予想はしていますが、定員が減るに至った原因について、分か

っていること、あるいは推測でもよいので、教えていただきたいと思

います。 

【手塚高校教育課担当課長】 

　要因は幾つか考えられるところですが、１つは、都市部と郡部に共

通する事項として、全般的に通信制の高校に進学する生徒が増えてい

るためと思われます。もう１つとして、就学支援金による経費負担の

面で、公立と私立の差が縮まり、最近では、特に都市部において、私
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学志向が高まっているということが考えられます。また、郡部におい

ては、他の地域に通いづらい生徒が進学する学校が多いので、生徒が

行き場を失わないようにある程度余裕をもって定員を設定しています。

このため、入学見込みを40名程度と設定している学校が多く、少しの

変動で同校の定員減になるケース生じていることが原因と考えている

ところです。 

 【倉本教育長】

 　ほかに御質問や御意見はありませんか。

 ≪委員から質問・意見なし≫

 【倉本教育長】

　それでは、以上で本件の審議を終わり、原案どおり決定したいと思い

 ますがよろしいですか。

 　　　　≪委員了承≫

 　　　　【倉本教育長】

 　　　　　それでは、この件は決定します。
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　(4) 報告３　令和６年度（2024年度）北海道教職員研修計画について 

　　ア　説 明 員　松橋教職員育成課長 

　　イ　結　  論　報告を了承 

　　ウ　審議内容 

【松橋教職員育成課長】 

　本計画は、教育公務員特例法に基づき、毎年度、任命権者が定める

ものです。資料の２ページを御覧ください。令和６年度（2024年度）の

研修計画の重点について説明します。 

　「１　『新たな教師の学びの姿』を実現するための基本方針」を御

覧ください。基本方針については、昨年度から継続とし、５つの方針

を掲げており、令和６年度（2024年度）は、主体的・個別最適・協働的

な学びの充実に向けた教員研修の実施要項、研修コンテンツの改善・

充実に取り組み、質的向上を目指します。 

　次に「２　基本研修」を御覧ください。全般として、重点施策や先

進事例のコンテンツ化、「教員育成指標活用ガイド」を活用した省察の

位置付け、特別支援教育に関する研修の拡充に努めます。「初任段階教

員研修」については、特に１年次と２年次研修の充実を図ります。１

年次では、初任者同士の協働的な学びの充実を図るため、集合研修を

基本とします。２年次では、教科指導に不安を抱える中学校の免許外

教員や少数配置教員に対し、専門性の向上を図ることができるよう指

導主事による訪問指導を新たに導入し、従来の学校視察との選択がで

きるようにします。また、「新任管理職研修」については、教育指導監

による講義のほか、自己課題に応じて、教育研究所の管理職研修を１

講座選択し、年間を通じて受講できるようにします。 

　次に、「３　教育課題研修、専門研修」を御覧ください。教育課題研

修では、教育課程編成やＩＣＴ活用などの分野において、研修ワーキ

ンググループによる、講座開設・教材開発を進めます。専門研修では、

教育研究所において、研修講座と職場実践の往還を重視した、課題解

決型研修を進めます。 

　「４　北海道教育大学・同教職大学院との連携・協働」を御覧くだ
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さい。北海道教育大学が開発した管理職ＣＢＴの試行、汎用化に向け

た分析を進めるとともに、同教職大学院が新設する遠隔オンライン修

学の周知・啓発を進めます。 

　研修計画の重点に関する説明は以上です。なお、３ページ以降は、

本研修計画となっています。 

　事務局としては、教職員のニーズに対応した学びの機会を提供して

いくため、本研修計画に基づく取組を学校や市町村教育委員会、教員

養成課程を有する大学など、道内の教育関係機関と一体となって進め

ていきます。 

　説明は以上です。 

【倉本教育長】 

　御質問や御意見はありませんか。 

 【渡辺委員】

　質問です。資料２ページの「４　北海道教育大学・同教職大学院と

の連携・協働」に、「管理職ＣＢＴ」という言葉がありますが、この言

葉について教えていただけますか。 

【松橋教職員育成課長】 

　「管理職ＣＢＴ」は、コンピューターベースのトレーニングという

ことです。北海道教育大学が私どもと連携して、各学校の校長が対応

に悩む危機管理や人材育成などの事案について、ある特定の学校をモ

デルとして、どのような対応が適切であるのかということについて、

まず管理職自身が、コンピューター上のシステムの中で、要因分析や

解決方策などを検討した上で、それを校長会の研修会などで相互に持

ち寄り、意見交流をして、自身の学校経営に還元をしていくというシ

ステムを、北海道教育大学で作成していただきました。それらを全道

の様々な校長会で実践していくように、情報を提供していきたいと考

えています。 

【大鐘委員】 

　道の教職員の研修計画として、非常によくできていると感じていま

す。特に、「新たな教師の学びの姿」というものが示されてきた中で、
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新たな研修制度を進めていくための計画が網羅されていると感じてい

ます。今後は、この計画に基づく取組を実際に学校に着手させていく

という大きな仕事があると思います。全体計画を見ていくと、個々の

教員の主体性ということが一番のポイントとして作られています。個

々の教員が、採用されてから退職するまでの間でどういうキャリア形

成をしていくか、どういう力量を形成していくかという視点で作られ

ていますので、どうしても取組が個人化する傾向にあるだろうと思い

ます。 

　一方で、個人の主体性というものは個人だけでは管理できないと私

は考えていて、組織がどう動くか、組織がどう在るかによって、個人

の主体性は引き上げられていくと思います。そう考えると、資料10ペ

ージの下の方に、「各学校における校内研修」という表現が出てきます

が、もう少し校内研修という形態を大きく扱ってはどうかと思います。

個人に主眼を置きながら、学校組織としてどういう研修をしていくの

か、学校として年間の研修計画をどう作るかということです。学校組

織として行う研修を、個人の主体性による研修と両輪として重視すべ

きではないかと考えるわけです。その中で、個人が主体性に目覚めた

りですとか、あるいは学校全体として、学校課題に対して、先生方が

意識を高めていきながら学習する組織が出来上がるということも考え

られますので、行ったり来たりというか、往還する関係というふうに

考えると、校内研修をもう少し重視して、学校に「計画を作って、こ

の通りにやってください。」というのを、もう少し学校に持ち込む、入

り込むといいますか、校長会を活用したりというお話もありましたが、

そういった経路を十分利用しながら、学校全体としての主体性も育て

ていただきたいと思います。 

　まだまだ新しい研修制度への理解が進んでないということが資料12

ページの調査結果に出ていますが、まだ始まったばかりですので、こ

れからその辺りをいかに進めていくかというところが課題だと思いま

す。おそらく、ＩＣＴも１つの大事なコンテンツですし、それ以外に

も、いじめや不登校の問題など、たくさんあると思いますが、学校が
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組織的に研修をしやすい条件整備について考えていく必要があると思

います。よろしくお願いいたします。 

【清水委員】 

　資料の11ページに、アンケートの結果が出ています。先生方の初任

段階、中堅段階、また、教員全体としての問題意識や、特に高めたい

資質能力というものと、今後管理職として高めたい能力というところ

を見ますと、やはり、一般の先生方と管理職では求められる能力が相

当違うといいますか、管理職になったときに戸惑ったり悩んだりして

いることが多いのではないかと思います。特に、最近の学校は、校長

先生や教頭先生の在り方によって、先生方の働き方改革や地域との協

働ですとか、相当色合いが変わり、個性が出てくるような印象を持っ

ています。そうしますと、授業のために教壇に立ついわゆる一般的な

先生が、今後管理職になっていくときの橋渡しとなるようなものがあ

ればよいのではないかという印象を受けます。一教員として働いてい

るときにも、自分が所属している学校全体について考えたり、検討し

たり、そういう機会が若い段階からあるとよいのではないかと思いま

す。 

　ただでさえ先生方は忙しく、いろいろなものに対応しなければなら

ない中で、あれもこれもというわけにはいきませんが、将来の管理職

候補ですとか、将来、学校経営ビジョンを考えて構想していきたいと

いう希望を持った先生方に、若い段階、中堅の段階から、学校全体に

ついてマネジメントしていくような機会というものがあってもよいと

思いました。 

【倉本教育長】 

　資料の11ページで、管理職自身が高めたい能力として、「人材を育成

する力」という項目を55パーセントの方が挙げています。校内ではそ

の役割は中堅教員が担当していると思いますが、主体的・積極的にそ

ういう研修の場を設定していくことが大事だと思います。授業力とい

うものも大事ですが、いろいろな意味で組織として活動する経験を積

んでいくようなことも学校の中では行われています。この全体の研修
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プログラムの中には入っていませんが、管理職がそういう場を設定す

るような力を高めるものを管理職研修の中で行うなど、今、清水委員

から御指摘があったような、中堅の教員が今後管理職として求められ

る能力を高められる場を、学校の中でも積極的に設けることが大事だ

と思います。 

【川端委員】 

　全体を通していろいろな研修プログラムを考えていただいて、そうし

た研修を受ける先生は、時間のない中ですが、いろいろな力を付けても

らいたいと思っています。資料の11ページですが、初任段階の先生や、

中堅、教員全体といった統計が出ていますが、授業力を付けたいという

方が非常に多く、そこは皆さん当然のことかと思いますが、私は、子供

に対しての理解力や、組織的・協働的な課題対応力というところを、も

う少し理解したいという気持ちになってほしいと思いました。特に、子

供に対しての理解力は、小学校や中学校において、自殺やいじめという

問題に対応する上で、そういう力がないとなかなか先生もそうした問題

に気付けないと思いましたので、そういう気持ちになってほしいという

思いをこの表から感じました。 

　また、資料の２ページに、「経験に応じた特別支援教育に関する研修

の拡充」とありますが、この拡充を是非していただきたいと思っていま

す。ここでは「特別支援教育」という表現になっていますが、特別支援

学級にいる子供だけではなく、普通学級にいるけれどもなかなか授業に

付いていけない子供ですとか、まだ特別支援学級相当と判定を受けてい

ないけれども苦手なことがある子供たちも教室にいると思いますので、

そういう子供に対しての理解力といいますか、お互いにクラスを盛り立

ててやっていくための先生方のいろいろな知恵や事例の紹介も含めて、

ここを拡充していかないと、そういう学級を受け持った先生は大変にな

りますし、そういう話が私たち教育委員の中で出ることもありますので、

是非この辺りのいろいろなコンテンツ作りも、一層、進めていただきた

いと思います。 

 　　　　【倉本教育長】
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 　ほかに御質問や御意見はありませんか。

 ≪委員から質問・意見なし≫

 【倉本教育長】

 　それでは、以上で本件の審議を終わり、報告を了承します。
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　(5) 議案第２号　北海道教科用図書選定審議会に対する諮問について 

　　ア　説 明 員　田口義務教育課長 

　　イ　結　  論　原案どおり決定 

 　　ウ　審議内容

【田口義務教育課長】 

　北海道教科用図書選定審議会は、「義務教育諸学校の教科用図書の無

償措置に関する法律」の規定に基づき、教科用図書の採択の適正な実

施のため、北海道教育委員会の諮問に対する審議、答申を行うことを

目的として、毎年度設置しています。本議案は、別紙案のとおり、こ

の審議会に対する諮問事項についての審議をお願いするものです。　

　資料３ページのとおり、今年度は、義務教育諸学校で令和７年度

（2025年度）から使用する中学校用教科用図書、及び令和７年度（2025年

度）に使用する学校教育法附則第９条に規定する教科用図書の採択に

ついて、審議いただく予定です。 

　諮問事項は３点ありまして、１点目は、市町村教育委員会並びに国

立及び私立の義務教育諸学校の校長に対し、北海道教育委員会が示す

採択基準、及び採択参考資料についてです。 

　２点目は、道立特別支援学校の中学部で使用する中学校用教科用図

書、並びに小学部及び中学部で使用する学校教育法附則第９条に規定

する教科用図書を、北海道教育委員会が採択する場合の基準について

です。 

　３点目は、道立中等教育学校の前期課程で使用する中学校用教科用

図書を北海道教育委員会が採択する場合の基準についてです。 

　なお、理由については、資料に記載のとおりです。 

　説明は以上です。 

【倉本教育長】 

　御質問や御意見はありませんか。 

 ≪委員から質問・意見なし≫

 【倉本教育長】

　それでは、以上で本件の審議を終わり、原案どおり決定したいと思い
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 ますがよろしいですか。

 ≪委員了承≫

 【倉本教育長】

 　それでは、この件は決定します。


